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墜文語L一行囎憩
錨　　　旧臣が國の讃岐地方でカシオ・’〈ヤ星座を呼ぶ俗構
イ　タ　リ　ヤ　Italiaロマ，ナポリ，フiレンチェ，トリノ，ミラノ等に天丈奎あり．
位　　置　　角　天球上の到る大渡と時圏との問に挾まれる角・
イデラlL．　Ideler濁逸の天文史家・
イデルソンIdels・n露國レ＝ングラiド天文研究所，計算部長
縫　　　　　度　赤道からの角距離
　地心緯度地球の中心で測る緯度實出癖測は出來ないが，算出し得．
　地表緯度地球の表面で測る緯度
　地理緯度地理駆上の緯度
　測地緯度　地表の測量（例へば，．三角測量など）によって決定される緯度
　天丈緯度天艦槻測によって決定される緯度
緯度観測所　岩手縣水澤町其の他世界籔ケ所にあり，協同襯嘱す・
緯度の羽化　地軸の攣動による緯度の攣化
イ　bリウム　第39番の化學原素，Y．漂子量88・7太陽中にあり・
イ　1　シ　ンY－hs：ng支那の唐の天壌鱈一行〔其の條を見よ〕。
イ1ストンC・Easton和蘭の天文家・1898年來，銀河系は一つの溜塗再議なりと圭唱・
池田昌意江戸の暦尊家春海以前に貞享暦を創意す・用ひられず．
君坂常賢天文家，1818年L分度星置「を作る・
イソスタシlIS・stasy地畔の魅力が地下一定の所で過不足相償ひ卒均してみるとの誼・
稻葉逼義理學士，京都花山天帰塁員，昭和4年京大卒（1904一）
戊　　　　　　＋二支の第＋一番，新城博士によればオリオン星座の丈字化・
三星早天には三つの犬星座があるが，圭には大犬星座を言ふ・
犬星大犬座の星即ちLシリウス「を言ふ・
伊能忠敬測地學者．日本全國を測里，製圖す・（1750－1820）
井上四郡東京三鷹天文毫助手1932年退官（1872一）
亥　　の　　日　日本套暦の十刀の初亥の日，古昔，病を沸ふため餅を食った．
磯切孫四郎薩摩の暦學者1763年の日食を忠言す・
射場天文憂紳戸市射場氏経瞥・1930年倉；泣・
イブンコ・ニスIbn　Junis申世エヂプトの天端家，ノ・ケム表を作る（950－1008）
居待ちの月　日本奮暦の毎月十八日の刀・
入相日増のこと・
イ　リ　ス　Iris古代ギリシャの虹の神．叉，第7小遊星1847年ノ・インド獲見・
イリス濁Sidus　Iridum　月面のインプロス海北岸の圓弧形の薄，径100粁・
イ　リヂウム　Iridium第77番牝學元素　原子量193・ユ天膿スペクルト中には無し．
イ　リニウム　第61番の化學元素，1924年米國イリノイ大學で登見・IL
144 天丈語L一行■欝典
イリノイIlinois大學天下塁・来國イリノイ州ウルバナ市にあり．
入り日西に浸する太陽
溝豚座トレミ1星座の一，鷲座の国隣初秋の夕暮れ南中す．
色　　温　　度星のスペクトル中の色の分布で定める其の表面の有効温度
イルフオドllf6rd英國・ンドン市外の小脳，其所にイルフオド窺眞乾板會杜がある．
色　ガ　ラ　ス　色付けられた硝子，窩眞暗室に用ひ叉天騰窟眞用スクリン等に用ふ
量　溝　し門端により生ずる色を清すための装置
色溝Lレンズ色比しのため凸凹二板のレンズを組み合はす。
色　　指　　敷　恒星の色の差別・普通は寓．眞光度と眼競光度との差で表はす，
色　　敬　　差　レンズの色清し不充分のため現はれる獲色
色　　爲　　更　特殊な光波を用ひて撮る窩眞。
イワノフ1’vanoffロシヤの天文家　1923－1930年間プルコワ天文町長・其後迫放
イワノ＃チIvanowitch　ロシヤの天丈家．?????
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　　陽の反野，物のか1ち浩極的1くらやみ等の別
号　電氣や磁石の陰の極
性陰の性質
書寓眞乾板に表はれてるるま’しの謁．凡て陰陽反謝に表はる．
線　眞空放電の際，陰極から登射する電子流・
　　　　　　　傾斜角・（軌道面の位置など表はす語）
　　ArgUment著る数を求めるための他の藪値，　L近日畦引鍛「など・
　　Facto「一部分叉は原因となる数．
　　天空より落下する畷石，流星の特殊のもの・全世界に約1000あり・
　　限石の一種で，鐵を圭成分とす，世界最大のものは重さ100噸・
　英國の尺嵐2・540糎に當る，日本の8寸4分弱・
　　　第49番の早撃元素原子量114・8天膿スペクトル中に在り．
　　Indus秋の夕暮rc南中する星座・日本内地からは見えない・
　　三千年前から起り，バビロン，ペルシヤ，支那等と交渉あり，
　　Indraインドの紳．天地宇宙を司配す・
　　Mare　Imbrium月面北部にある大海．
　　二元論的な封欝的な言語・
　　太陽の運行と月の運動とを共に考慮した暦．例ば日本の擁壁．
　　太陽と月との引力のために地軸跳動し，春分鮎が西進すること．
　　古代支那に起つた宇宙哲學説，腰物の根源を木野土金水とす．
　　陰陽五行読に立脚する一一iEの宗教劇學
　　陰陽読に言ふ上吉の辰，陰と陽との會合する日を言ふ・
　　高密には，月の蓮行のみによる暦例マホメト暦，叉L陰陽暦■・
　　田力に反し，物の相ひ引く力・例へばニウトンの萬有引力・
